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第二期ブッシュ政権の�
経済政策　　　　�

2005年、ブッシュ第二期政権がスタートする。�
「歴史に名をとどめる大統領」を目指しどのような経済政
策を展開するのか。緩やかな持続的成長をたどる米国経済
のなかにあって、その中心課題は巨額の財政赤字と“公約”
である減税政策、経常赤字への対処となる。�

緩やかな持続的成長軌道をたどりつつ、�
財政赤字に焦点�
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生
産
性
の
伸
び
に
支
え
ら
れ

景
気
回
復

ア
メ
リ
カ
経
済
は
、
第
一
期
ブ
ッ

シ
ュ
政
権
の
も
と
で
、
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル

崩
壊
か
ら
立
ち
直
り
景
気
の
回
復
を

実
現
し
て
き
た
。
こ
の
間
、
財
政
・

金
融
両
面
か
ら
積
極
的
な
景
気
支
持

策
が
と
ら
れ
る
と
と
も
に
、
高
い
生

産
性
の
伸
び
が
企
業
の
健
全
性
回
復

に
寄
与
し
て
き
た
。

実
際
ア
メ
リ
カ
で
暮
ら
し
て
み
る

と
、
日
常
生
活
の
な
か
に
も
Ｉ
Ｔ
浸

透
に
伴
う
生
産
性
の
伸
び
を
実
感
す

る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
一
部
で
は
、
レ
ジ
に

店
員
を
お
か
ず
、
買
物
客
自
ら
が
商

品
を
ス
キ
ャ
ン
し
て
機
械
で
代
金
決

済
す
る
仕
組
み
が
採
用
さ
れ
て
い
る

（
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
・
シ
ス

テ
ム
と
呼
ば
れ
る
）。
空
港
で
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
や
機
械
に
よ

る
搭
乗
券
発
行
が
普
及
し
、
予
約
セ

ン
タ
ー
や
発
券
カ
ウ
ン
タ
ー
か
ら
職

員
が
大
幅
に
減
っ
て
い
る
。
航
空
会

社
職
員
の
減
少
と
九
・
一
一
同
時
多

発
テ
ロ
以
降
の
空
港
警
備
員
の
増
加

と
い
う
対
照
的
な
姿
は
、
現
代
ア
メ

リ
カ
社
会
の
象
徴
の
よ
う
に
み
え

る
。高

い
生
産
性
の
伸
び
は
、
企
業
の

利
益
を
押
し
上
げ
、
海
外
か
ら
活
発

〈
要
旨
〉
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
再
選
が
決
ま
っ
た
。
第
二
期
ブ
ッ
シ
ュ
政

権
は
、
民
間
活
力
の
活
用
を
経
済
政
策
運
営
の
理
念
に
掲
げ
る
こ
と
に
な

ろ
う
。
当
面
原
油
価
格
の
動
向
が
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
が
、
米
国

経
済
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
は
良
好
で
あ
り
、
来
年
に
か
け
て
緩
や
か

な
持
続
的
成
長
軌
道
を
た
ど
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。
中
長
期
的
に
は
や

は
り
財
政
赤
字
の
大
き
さ
が
問
題
と
な
る
。
高
齢
化
の
進
展
と
と
も
に
先

行
き
社
会
保
障
費
や
医
療
関
連
支
出
の
大
幅
拡
大
が
予
想
さ
れ
る
な
か

で
、
政
策
理
念
に
従
い
な
が
ら
財
政
赤
字
削
減
へ
の
道
筋
を
示
し
て
い
け

る
か
ど
う
か
が
注
目
さ
れ
る
。
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「
時
代
遅
れ
の
税
制
を
改
革
」 

と
宣
言

　

「
長
く
、
そ
し
て
す
ば
ら
し
い
一

夜
を
過
ご
し
た
。
記
録
的
な
投
票
率

が
歴
史
的
な
勝
利
を
も
た
ら
し
て
く

れ
た
」。

　

一
一
月
三
日
午
後
、
再
選
を
果
た

し
た
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
は
高
ら
か

に
勝
利
宣
言
を
行
っ
た
。
祝
賀
会
場

に
選
ん
だ
の
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス

東
隣
の
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
・
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
。
ブ
ッ
シ
ュ
氏
は
「
大

統
領
の
理
想
の
形
」
と
尊
敬
し
て
や

ま
な
い
、
偉
大
な
大
統
領
の
名
を
冠

す
る
建
物
で
演
説
。
顔
を
紅
潮
さ
せ

な
が
ら
、
一
〇
分
足
ら
ず
の
ス
ピ
ー

thank

チ
の
な
か
で
「     
（
感
謝
す

る
）」
と
い
う
単
語
を
一
四
回
も
使

い
、
興
奮
を
隠
そ
う
と
は
し
な
か
っ

た
。
一
二
年
前
に
父
が
失
敗
し
た
再

選
の
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り
越
え
、
ブ
ッ

シ
ュ
大
統
領
の
表
情
に
は
感
激
が
あ

ふ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
二
期
目
に

偉
業
を
成
し
遂
げ
、
レ
ー
ガ
ン
氏
ら

「
偉
大
な
大
統
領
」
の
仲
間
入
り
を

果
た
す
の
だ
と
い
う
決
意
を
み
な
ぎ

ら
せ
た
。

　

勝
利
演
説
で
は
、「
国
家
の
資
源

を
総
動
員
し
て
対
テ
ロ
戦
争
を
遂
行

す
る
」
と
一
期
目
の
安
全
保
障
政
策

の
堅
持
を
表
明
す
る
一
方
で
、
経
済

政
策
で
は
「
時
代
遅
れ
の
税
制
を
改

革
す
る
の
だ
」
と
宣
言
し
た
。
翌
四

日
の
記
者
会
見
で
も
、
大
統
領
は

「
複
雑
で
時
代
遅
れ
の
税
制
を
改
革

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
ふ
た
た

び
強
調
し
て
い
る
。

　

な
ぜ
、
二
期
目
の
経
済
政
策
の
最

重
要
課
題
に
、「
税
制
抜
本
改
革
」

を
打
ち
出
し
て
き
た
の
か
。
ブ
ッ
シ

ュ
大
統
領
は
一
期
目
に
総
額
一
兆
九

〇
〇
〇
億
㌦
に
達
す
る
大
型
減
税
を

断
行
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
や
共
和
党

は
、
減
税
こ
そ
が
米
経
済
を
リ
セ
ッ

シ
ョ
ン
（
景
気
後
退
）
か
ら
救
い
出

し
、
九
・
一
一
同
時
多
発
テ
ロ
や
エ

ン
ロ
ン
な
ど
企
業
会
計
ス
キ
ャ
ン
ダ

ル
の
後
遺
症
を
最
小
限
に
食
い
止
め

た
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
大
型

減
税
で
実
施
し
た
個
人
所
得
税
や
法

人
税
、
株
式
配
当
課
税
な
ど
の
軽
減

は
時
限
措
置
の
た
め
、
数
年
後
に
は

税
率
が
本
則
に
戻
っ
て
し
ま
う
。
期

限
切
れ
の
際
に
は
事
実
上
の
増
税
を

も
た
ら
し
、
景
気
に
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
て
し
ま
う
。
減
税
を
党
是
と
す
る

共
和
党
に
は
、
耐
え
が
た
い
事
態
が

発
生
す
る
の
だ
。
こ
の
た
め
、
ブ
ッ

シ
ュ
大
統
領
は
今
回
の
選
挙
戦
開
始
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